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G.H.Sorter教 授(以 下 で はSorterと 略記)が 事 象 アプ ロー チの ア イデ アを最初 に発 表 した論

文 は、 「基礎 的会 計 理論 へ の 『事 象』 アプ ロー チ」(Sorter[1969])と 題 す る もので あ ったが 、 こ

の論 文 は、Sorter自 身 が この論 文 の なか で繰 り返 し述 べ て い る よ うに、 会 計 理 論 へ の新 た な方 向

づ けへ 向 けて、 新 しいア プ ローチ(事 象 アプ ロー チ)の ア イデ アを ラフな形 で あ らわ した にす ぎな

い。 それ ゆえ に、 この論 文 におい て は、 その表題 が あ らわ して い るよ うな意 味 内容、 す な わ ち、 事

象 アプ ロー チが会計 理論 を構 築 す る上 で どの よ うな意義 を もっ の か、 とい った点 にっ いて は明確 に

は示 されて い なか った。 本 論 文 は、Sorter[1969]以 前 と以後 に書 か れ たSorterの 著 作 を視 野 に

入 れ っっ、 事象 ア プ ローチ の原点 で あ るSorter[1969]、 お よ び、 この論文 に触 発 され て複数 の論

者 が1970年 代 と1980年 代 とを通 じて発表 して きた事 象 アプ ロー チに関 す る さまざ まな論 文 を手 がか

りと して考察 をす すめ、Sorter[1969]に おいて不分 明で あ った 「基礎的会 計理論 へ の事象 アプ ロー

チの意 義」 を明 らか に しよ う と した もので あ る。

本 論 文 の各 章 の表題 と概要 とは、 以下 の とお りで あ る。

第1章 「Sorterに よ る事 象 ア プ ロ ー チ の提 唱 」 で は、 事 象 ア プ ロー チ の 原 点 で あ るSorter

[1969]の 議 論 内容 をかえ りみて、Sorterが 事 象 アプ ローチ を提 唱 す るに至 った歴 史 的 かつ理 論 的

な背景 を明 らか にす る とと もに、Sorterが1969年 段 階 に お いて イ メ ー ジ した事 象 ア プ ロ ーチの 会

計思 考 につ いて考 察 した。Sorter[1969]で は、Sorterが 事 象 ア プ ロー チ を提 唱 す る に至 った 背

経335



景や事象 アプローチの基本的な考 え方 については示 されたものの、Sorter[1969]の 表題 の意味内

容、す なわち、事象 アプローチが会計理論を構築する上でどのような意義 をもっのか といった点や、

事象 アプローチによる会計 システム全体の解釈、す なわち、 どのよ うな事象を認識す るのか という

会計認識の問題、あるいは、事象を どのように記録するのか という会計測定の問題 にっいては、 ほ

とん ど論述 されていなかった。

第2章 「事象アプローチの会計研究への影響 一Sorter説 発表直後の反響 を中心 として一」 では、

Sorterが 事象 アプ ローチを提唱 した直後の1970年 に相次 いで発表 された三っの論文をかえ りみて、

当時の研究者たちがこの新 しい会計思考 をどのように受 け止 めていたのかを明 らかにす るとともに、

事象アプローチがその発表直後の段階において会計研究に及ぼ した影響 について考察 した。 その結

果、Sorterに よる事象 アプローチの提唱が当時の会計研究 に対 してかな り大 きなインパ ク トを与

えたこと、および、事象 アプローチにっいての解釈が当初 は研究者間でまちまちで あったことをそ

れぞれ確認す るとともに、事象 アプ ローチについての解釈が一致 していなか ったのは、Sorterが

Sorter[1969]に おいて事象アブ。ローチによる会計 システム全体 の解釈を示 さなか ったこと、およ

び、当時の情報技術が未発達であ った ことに起因するものである、 ということを指摘 した。

第3章 「事象 アブ.ローチの会計 データモデル論への展開」では、1971年 以降 にSorter[1969]

に触発 されて書いたとみなされる六っの論文(会 計 データモデル論 と呼ばれ る)を かえ りみて、事

象 アプローチが1971年 以降に会計データモデル論 として展 開されることになった理論的な背景 を探

るとともに、事象アプローチが今 日の会計研究 においてどのように展開 されているかにっいて考察

した。そ して、階層型、関係型、実体関連型、 といった種 々の会計データモデル論はデータベース

研究 において提案 されたデータモデルを利用することによって事象アプローチを具体化 しようと し

た試 みにほかな らず、会計 データモ デル論 と して展開 されて きた事象 アプ ローチ研究 はW.E.

McCarthy教 授(以 下 ではMcCarthyと 略記)のREA会 計 モデル論 として結実 し今 日に至 って

いる、 ということを論証 した。

第4章 「McCarthyの 会計 データモデル論 の再評価 一REA会 計 モデルの構成分析 一」 で は、

REA会 計 モデルを構成 している技術的な側面 と理論的な側面 にっいて分析す ることによ り、従来

の会計 データモデル論 との比較 において、McCarthyの 会計 デー タモデル論 の再評価を試 みた。

そ して、McCarthyの 会計 データモデル論が現在 まで高 く評価 されて いる理 由は、 その技術 的基

礎 となっているChenの 実体関連型 データモデルの技術的優位性 と、REA会 計 モデルの構成要素

が会計理論 によ って支え られていることにあ る、 という結論 を得 るとともに、(a)Chenの 実体関連

型デー タモデルをいち早 く会計データモデル論 に適用 し、会計 データモデル論を展開するにあた っ

て意味データモデルの有効性 を示 した点、および、(b)会計理論 の積極的な導入を図 り、会計 デー タ

モデル論 とい う研究分野に会計理論が重要な役割 を果 た しうることを明示的に示 した点 において、

McCarthyの 会計 データモデル論の会計学上の意義を見 出す ことがで きる、 とい うことを指摘 し

た。

第5章 「McCarthyの 会計 データモデル論の再 吟味一REA会 計モデルの構造分析 一」 で は、
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REA会 計 モデルの構造を伝統的会計 モデル(複 式の勘定記録)の 記録能力ない し情報提供能力 と

比較 しなが ら分析 して い くことにより、McCarthyの 会計 デー タモデル論の再 吟味 を試みた。 そ

して、McCarthyの 会計 データモデル論 に内在す る会計測定の基本問題 を浮 き彫 りにす るととも

に、 そのよ うな問題点を克服す る方法 についての試案を論 じた。 さらに本章での考察 によって得 ら

れた成果を もとに、 第4章 での考察の成果 と合 わせてMcCarthyの 会計 データモデル論 の会計学

上の意義 について再度考察 し、McCarthyの 会計デー タモデル論 のより重要な意義 は、技術論か

ら解放 された会計データモデル論 を展開するためには会計理論が必要であるとい うことを示 した点

にある、 ということを論 じた。

終章 「基礎的会計理論への事象 アプローチの意義」では、第5章 までの考察 の成果を もとに、企

業会計 と会計理論 の新たな発展可能性 に関す る筆者 自身の展望を交えなが ら、情報技術が高度 に進

歩 した今 日的視点(会 計 データモデル論の視点)か ら事象 アプローチの意義を検討するとともに、

それ との関連 において、Sorter[1969]の 表題 の意味内容 にっいて論 じた。

企業会計が会計情報利用者の多種 多様な情報要求に応えてい くためには、従来の企業会計の情報

提供機能 を拡充す る必要があると考え られ、事象 アプローチの提唱者 たちが構想 したような会計 シ

ステムは、そのための代替案 とな りうる。だが、事象 アプローチのような会計 システムを実現す る

ためには、データベースにインプ ッ トす るデータの定義、すなわち、「メタデータ」 を整備 してお

くことが必要である。そ して、 メタデータを整備す るためには、会計の記録対象か ら会計 デー タの

意味内容を説明する理論、っま り、「イ ンプ ッ ト理論」が必要である。 しか しなが ら、在来の会計

理論の多 くは、理論構築の基点 を 「会計 の記録対象」で はな く、「貸借対照表 と損益計算書 に記載

され る会計情報」、「会計等式 に顕現す る勘定間の関連」、「資産 ・負債 ・資本 ・収益 ・費用に属す る

諸勘定」 といった、 「会計 デー タない しデー タ間の関連 その もの」 に もとめて きた、 といい うる。

つまり、在来 の会計理論 の多 くは、その出発点を 「会計のイ ンプ ッ トの局面」ではな く、「会計 の

アウ トプ ッ トの局面」に もとめて きた、 といいうる。 その意味で、在来の会計理論の多 くは 「アウ

トプ ット理論」であ った、 とみなされ る。 しか し、 アウ トプ ット理論 は会計の記録対象か ら会計デー

タの意味内容を定義 していないため、会計データベースを構築す る際の指針 にはなりえない。事象

アプローチのよ うな会計 システムが社会的に求め られ、・また、 そのような会計 システムの実現が技

術的あるいは経済的に可能 になった として も、イ ンプッ ト理論が確立されない限 り、会計データベー

スを構築することはで きない。 それゆえに、事象 アプ ローチのような会計 システムを実現す る上で

緊要な課題 は、万人を納得 させ うるようなイ ンプ ッ ト理論 を確立することであると考 え られ る。

Sorterは 、Sorter[1969]に お いていろいろな ことを論 じて いたが、Sorter[1969]以 前 と以

後 に書かれたSorterの 著作 と合わせてSorter[1969]の 議論内容をかえりみると、彼が この論文

において最 も強調 したか った ことは、会計のイ ンプ ットの局面 を重視することにあったように思わ

れる。 すなわ ち、Sorterの 真意 は、会計の記録対象であ り、かっ、 自然言語である 「事象」を強

調す ることによって、会計 のアウ トプ ッ トの局面ではなく、会計のインプ ッ トの局面か ら会計理論

を構築す ることにあ ったのではなか ろうか、 と思考 され るのである。その意味で、会計データモデ
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ル論の視点か ら述べたさきの詰論は、閤接的あるいは結果的 に、Sorterが 今か ら30年 以上 も前 に

提起 した問題が会計学 の領域においていまだ未解決 のままに残 されてお り、かっ、早急に解決する

必要があることを、われわれに示唆 している。

「会計理論の構築方法」 とい う視点か ら在来の会計理論の問題点を浮 き彫 りに し、会計理論再構

築の必要性 とそのための視軸を示 した点 において事象 アプローチの現代的意義 を見出す ことができ

るというのが、Sorter[1969]に 端を発する一連の事象 アプ ローチ研究をかえ りみ ることによ って

得 られた、本論文の結論である。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

この論文 は、 ア メ リカ会 計学 会 か ら公表 され た 『基 礎 的会計 理論 報告 書』(ASOBAT)の 作成 委

員 の一 人で あ ったDr.G.H.Sorterが 同報告 書 を いわ ば 自己批判 して執 筆 した論 文 「基礎 的会 計

理論 へ の 『事象 』 アプ ローチ」(Sorter[1969])を 再 吟 味す る とと もに、1970年 代 か ら1980年 代 に

か けてSorter[1969]に 触発 され て展 開 され るにい た った様 々議 論(Wheeler[1970],Johnson

[1970],Revsine[1970])な い し会計 デー タモ デル論(Colantoniθ'α1.[1971],Liebermanand

Whinston[1975],HasemanandWhinston[1976],EverestandWeber[1977],McCarthy

[1979],McCarthy[1982])を もか え りみ た うえ で、Sorter[1969]の なか で提 唱 され た事 象 ア

プ ローチ は情報 技術 のめ ざま しい進歩 を予 測 して展 開 された一 種 の会計 改革 論 で はあ る ものの、 会

計記 録 の対象 とな る事象 と会 計 デ ー タとの関連 を重視 した 「イ ンプ ッ ト理論 」 の緊要 性 を訴 え た議

論 に他 な らず、 会計 デー タモデ ル論 を さ らに発展 させ る際 に もひいて は会計 理論 その もの を再 構 築

す る際 に も留意 しな けれ ばな らな い論点 を指 摘 して い るがゆ え に、 そ の存在 意義 は今 日で も小 さ く

ない、 とい うことを論 証 しよ う と試 みた論文 で あ る。

著者 が指 摘す る 「イ ンプ ッ ト理論 」 を重視 した会計 デ ー タモ デル論 ない し会計 理論 そ の もの の具

体的展 開 は、今 後 の課 題 と して残 され て い る。 しか しなが ら、 この論 文 は、 つ ぎの よ うなユ ニ ー ク

な特徴 を有 して い る点で 評価 す る こ とがで きる。 す なわ ち、(1)企 業 会計 と会 計理論 の発展 可能 性 の

観 点 か ら事 象 アプ ローチを再評 価 し、 その現 代的意 義 を究 明 しよ うと試 み た こ と、② 事象 アプ ロ ー

チの提 唱 に触発 されて展 開 され た一 連 の議論 を相 互 に関連 づ けて総 合的 にか え りみ た こ と、(3)「 イ

ンプ ッ ト理論 」 の緊要性 を訴 えた議論 と して事象 アプ ローチを解釈 す る ことによ り、会計 デー タベー

スの構 築 や会計 理論再 構 築 の際 の新 しい展 開可 能性 を見 出 した こと、 な どの特 徴 が それ で あ る。

よ って、 博士論 文 の成 績 は 「合格 」 と判定 す る。
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